
朝鮮語の格助詞i/gaの 誤用 について
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ThefUnctionandtheusageofガandフ}g傷 ヲand暑 γ6π1seem

tobecorrespondingeachotherinasystemofthecaseparticleof

JapaneseandKorean.Howevertherearedifferencesinactual
use,whichoftenleadsJapanese-speakerslearningKoreanto

makemisusage..Inthispaper,Idiscussedthemisusewascaused

bythedifferenceofsentencestructuresorbythedifferenceof

partsofspeechofitspredicatebycomparingthesentencestruc-

turesofbothXanguagesabouttheexpressionsofthedesire,abili-

ty,andcognitivesentenceslikeわ か る ωα肋 ㍑and`暑 τ斗alda,and

sentencestoexpresslikesanddislikes.AlsoItriedtofindanap-

propriateteachingplan.

Asaresult,Ifoundthatcaseparticlewhichindicatesobject

couldbemarkedbothガandヲinJapanesewhereassamephe-

nomenonisnotseeninKoreansentences.Andalsocomparing

withJapaneses,evenintheexpressionsofdesire,Koreancase

particlesaretendedtobeusednotasfreeasJapaneseones.Espe-
cially,inJapanesesentencesthathascompoundpredicate,there

canbefoundbothcasemarkersdependontheirpartsofspeech,

howeverKoreansentencestendtobekeepingtheiroriginalcase

markers.Onthesereasons,nativeJapanese-speakersJ.earning

Koreanmakemisusagesonガbyinterferencewhichshouldbe

usedas暑reulnotフrgainitssentence.
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1.は じめに

日本語 と朝鮮語の格助詞の用法には大変似た部分が多 く,朝 鮮語教育の

初級の段階では一般的に格助詞 を一対一で対応 させて提示するとい う指導

方法が行われている。 日本語のガ格 には格助詞。li/井galが 対応 し,日

本語のガ格 と同様に主格や状態 ・感情の対象 を標示することが中心的な用

法 となっている。

(1)碧Ol暑 想 音 剛 録 叫.(油 谷2006b:116)

hyeong-idongsaeng-eulttaeryeossda.

兄 が 弟 を 殴 っ た 。

(2)甫 司 フト。}亜 叫.meori-gaapeuda.(油 谷2006b:116)

頭 が 痛 い 。

しか し,願 望表現や可能表現などでは,日 本語の中でも対象 を表す名詞

句についてガ格 とヲ格2通 りの格助詞のゆれが見 られる構文があ り,さ

らにこれらの構文は,同 様の意味を表す朝鮮語の構文において主に日本語

のヲ格 に相 当する暑reul2を とるという特徴 も見 られる。 このような特徴

から,日 本語を母語 とする学習者は,初 級の後半や中級程度の段階に来る

と,日 本語 か らの母語干渉 と見 られる格助 詞の誤用 を起 こしやす くな

る3。

本稿では,日 本語 を母語 とする朝鮮語学習者が本来朝鮮語の対格暑reul

を用いるべ き構文で格助詞フ}-gaを誤用するような例 について,日 本語の

構文 と対照 しなが らその誤用が構造の違いに起因するものなのか,あ るい

は品詞の違いによるものなのかを考え,適 切な指導案を考察 したい。

2.研 究対象 となる構文

日本語ではガ格 をとり,朝 鮮語では対格暑reulを 用いる構文には,願

望表現,可 能表現,認 知構文,「 好 き ・嫌い」構文,な どがある。これら

は大 きく分けて,願 望表現や 日本語の可能表現の0部 のように述語の複合

構造において格助詞を決定する方法の違いか らずれが起 こると思われるも

の,品 詞の違いから格助詞のずれが起 こると思われるものに分類すること

がで きる。このうち,願 望表現 については個別言語内で も格助詞のゆれが

見 られるなど,複 雑な様相を見せている。本稿 ではこれ らの構文を研究対
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象 とす る。

3.日 本語のガ格 と 「対象」 とい う概念 につ いて

本稿 で扱 う日本語のガ格 は,「 対象」 を表す ガ格 であるので,こ こで

「対象」のガ格 について整理 してお きたい。

日本語の構文の意味役割のなかで 「対象」 という概念はSヲ 格名詞句に

も二格名詞句にも現れ広 く用いられている概念であるが,そ れぞれの格助

詞によって 「対象」の性質が異なる。

ガ格が対象 をとるとい うことについて,時 枝(1941)で,「 色が赤い」,

「川が深い」 という文において 「色⊥ 「川」 はそれぞれ 「赤い⊥ 「深い」

の主語 であるのに対 して,「 母が恋 しい」,「水が欲 しい」の ような文の

「母」,「水」はそれぞれ主語ではない という見解か ら,こ のような名詞句

を 「対象語⊥ その名詞句 につ くガ格 を 「対象語格」 とした。 この時枝

(1941)の 見解 については,主 語 と対象語の区別が曖昧な部分があるもの

の,明 らかに主語ではない対象性を帯びた名詞句 を主語 と区別 して扱 うと

いう姿勢は,そ の後広 く用いられてお り,必 要 な概念であるといえる。

益岡(1987:107)で は,「 対象」 という意味役割について,「 他の意味役

割が表す意味的関係以外の関係を広 く表すことがで きる。述語 との結びつ

きが強 く,そ の意味的関係の内容は述語の種類 に大 きく左右 される」とし

ている。つま り,消 去法的に他の意味役割に属 さない名詞句を対象 とみな

しているが,そ の文の中での役割 は決 して消極的ではない といえるだろ

う。

朴(1997:129)で は 「対象語」 という時枝(1941)の 用語をそのまま受け

入れ,「 対象語」 をとることがで きる述語を以下の ように提示 している。

(3)主 観 的 な 感 情 ・情 緒 を 表 す 「欲 しい ・恋 しい ・望 ま しい ・怖

い ・恥 ずか しい ・恨 め しい ・懐 か しい ・好 きだ ・嫌 いだ」 など

の形容 詞 ・形容動詞。

(4)希 望 を表す 助 動 詞 「た い」 の つ い た動詞

(5)能 力 を表す 「う まい ・まず い ・(し)よ い ・(し)に くい ・上手

だ ・下 手 だ ・得 意 だ ・苦手 だ ・得手 だ ・不得手 だ」 な どの形容

詞 ・形容動詞。

(6)可 能 を表 す助 動 詞 「れ る ・られ る」 のついた動詞,可 能動 詞 お
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よび 「で きる」「わか る」な ど。

このような述語から,ヲ 格が動作の対象 を,二 格が何 らかの方向を持っ

た対象 を表すのに対 して,ガ 格は感情や願望 ・評価 といった静的な状態の

対象 を表 していることがわかる。

4.願 望表現

日本語の願望表現 は,動 詞 に助動詞の 「たい」がつ く形式 と,「 ほ し

い」 とい う形容詞によるものがあ り,「 たい」 を用いる構文では動詞が他

動詞の場合,補 語 となる名詞句 はガ格 をとる場合 とヲ格 をとる場合があ

る。
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新 しい洋服が欲 しい。(大)

君のお母 さんの話が聞きたいな。(世 界)

私はいつ もリアルなものだけを書いていたいのだ。(泣 かない)

一 方朝 鮮 語 の願 望 表現 は
,「 動 詞+接 続 語 尾 ヱgo+補 助 形 容 詞 翌 叫

sipda」 とい う形 式 を とる が,や は り 日本 語 と同様 に 日本 語 の ガ格 とヲ格

に当た る格助詞フトgaと 暑reulの ゆれ が 見 られ る。

以 下 の 例(10),(11)よ う に 単 文 で 「唄 叫meokda(食 べ る)⊥ 「旦 叫

boda(見 る)」,「 暑 じトdeutda(聞 く)⊥ 「望叫alda(知 る)」,「 糾 叫hada

(す る)」,「 早 旦 叫bureuda(呼 ぶ,歌 う)」 な ど比 較 的 他 動 性 が低 く,日

常 生 活 にお い て 身 近 に使 用 され る動詞が用 い られ る場合 はフ}gaが 自然 で

あ る と と られ る よ うだ。

(10)日1咽 曽Olqコ ・翌 含 月 亡Lbibimbap-imeokgosipseumnida.

ビ ビ ンバ が 食 べ た い で す 。

(11)(日 司 司 フ1旦 ヱ 翌(日 豆.eomeoni-gabogosipeoyo.

母 が 見 た い で す(に 会 い た い で す)。

しか し,そ の格助詞の現れ方は日本語 とは若干異なる面があ り,

以下のような誤用が見 られる。

そのため



(12)誤

正
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?暑ol魁 ヱ 翌 司 豆.don-ibadgosipeoyo.(学 生)

お 金 が も らい た い で す 。

→ 暑 暑 早}ヱ 翌(月 豆 .Dor卜eulbadgosipeoyo.

お 金 を も らい た い で す 。
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日本語のガ格 とヲ格 のゆれに関 してはい くつかの研究が なされている

が,永 原(1999)で は,動 詞が 「食べる」,「飲 む⊥ 「言う⊥ 「聞 く/聴 く」,

「見 る」,「読む」などのいわゆる他動性が低い,日 常の基本的な動作に関

する動詞がガ格 をとるとしている。これらの動詞は,「 たい」 と結びつ く

ことによって動作性 より願望 という状態性が強 くな り,動 作の対象である

ヲ格か ら状態の対象であるガ格への交替が現れるもの と考え られる4。

その他の条件 としては先行研究から以下のことがわかっている。

1)目 的語 と述 語 の 間 に他 の文 の成 分 が入 る場合,つ ま り目的語 と述

語 が 隣 接 して い ない場合,ガ 格 を と り に くい 。(柴 谷1978,庵

1995他)

2)「 複 合 動 詞+た い」 の場 合 はガ格 を と りに くい。(大 江1973)

3)動 詞 の 目的語 の意 味役 割 が 「対象 」で ない場合 はガ格 をと りに く

V、。(庵1995)

4)[N+V]の 結 びつ きが 強 い と ヲ格 を と りや すい。状態 を表す助

動詞 タイまで含 め た[N+Vタ イ]の 結 び つ きが 強 い場 合 に は

ガ格 を とりやす い。(大 江1973他)

5)動 詞 の他 動 性 が高 い場 合 は ガ格 を と りに くい。(庵1995)

6)漢 語 動 詞 が 述 語 に な っ て い る 場 合 は ガ格 を と りに くい,(柴 谷

1978,久 野1973他)

7)機 能 動 詞 の場 合 は ガ格 を と りやす い。(大 江1973)

8)慣 用 句 的表 現 の場 合 は ガ格 を と りに くい。(庵1995)

9)「 あ あ水 が 飲 み た い 」 の よ うな 「内的感情 の直接 的表現」 ではガ

格 をと りやす い。(大 江1973)

ただしこれらの条件はあ くまで も傾向に過 ぎず,日 本語 の 「他動詞+た

い」 という構文 の場合,ガ 格かヲ格の どちらかが多少不 自然に感 じられる

ことはあっても非文 と断定で きるような文はほとんどない。つまり,格 助
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詞の許容範囲が緩やかに設定 されていて,最 終的には話者が事柄 を動作中

心でとらえるか,状 態中心,つ まり願望のほうに重 きを置いてとらえるか

によってガ格 とヲ格が選択 されると思われる。

朝鮮語の格助詞 にゆれについては,上 に挙 げた条件以外 に,例(11)の

ように 「旦叫(見 る,会 う)boda」 が対象 を表す名詞句が人間である場合

には旧本語の 「会 う」の意味で用い られ,フ}gaを とることがほとんどで

ある。

上に挙 げた動詞以外の文では,元 の他動詞が とる格助詞暑reulを 遵守

する傾向が 日本語以上 に強いようで,升gaが 現れる文 はあま り見当た ら

ない6。

(13)皇 吾 し}セ ユ 弔 号 ユ 司 ヱ 翌 叫.(外 国)

Yojeomnaneunkeurim-eulkeurigosipda.

近 頃 私 は 絵 を 描 きた い 。

(14)刈 同 叫 石 痢 列 フη暑 肚 暑 ユ 翌u}.

Jeonyeokegimchijjige-reulmadeulgosipda.

夕 食 に キ ム チ 鍋 を作 りた い 。

(15)召{}魯q糾 ヱ 翌 銀 」≧し}亡}暑 入梶}号019囚01看 豊 司1刈 測

舎・q《 ㍗暑 司一セ 旧梶 回 …(釧 苛(判64)

jilmun-euldeohagosipeosseunadareunsaramdeul-iwaseoY

janggwang-egegyesokinsa-reulhaneunbaram-e.・ ・

質 問 を も っ と した か っ た が ほ か の 人 た ち が 来 て 李 長 官 に 続 け て

挨 拶 を し た の で …

このように,願 望表現については両言語 とも格助詞のゆれが見 られるが,

そのゆれの現れ方が違 うために,誤 用が起 きていると言える。

5.可 能表現

日本語の可能表現については以下の4つ が挙げられる。

① 自動詞 「できる」によるもの

② 「漢語+で きる」

③ 可能動詞 「見 える⊥ 「聞こえる」など6
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④ 可能助動詞 「れる」「られる」によるもの

このうち,① ③に関しては,自 動詞であ りヲ格 とのゆれはほとん ど見

られない といえる7。

②の 「漢語+で きる」は漢語動詞 「漢語+す る」の可能の形であ り,他

動詞の場合でも対象のガ格をとる例が多 く見 られる。 しか し漢語 はそれ自

体が動詞の意味を持つためその意味を考慮する と説明がつ きやすい。

(16)各 棟 の 間 に は,ゆ った り した スペ ー ス が とっ て あ り,各 戸 につ

き二 台 まで の車 が 駐 車 で きるよう計算 されてい た。

例(16)の 文脈 においての 「駐車」 とい う漢語 は動作性 より状態性が強い

と言 える。 さらに 「で きる」 はガ格 をとることを考えると,こ の例(16)

の名詞句 は状態の対象であるためガ格 をとると考 えられる。

(17)も ちろ ん,そ の 学 生 は,そ の命 題 の正 しい こ とを立 証 で きない

に違 いないのだが…(若 き)

例(17)の 「立証」の場合は 「証 を立てる」 という意味で動作性の意味が

強いため,ガ 格 よりヲ格をとると思われる。

④ の可能助動詞による可能表現で も,動 作性の意味が強い場合にヲ格

を,状 態性が強い場合 にはガ格 をとる。つ ま り,以 下の例(18)の ように

能力 を表す可能表現 ではより状態性が強いため,ガ 格 が とりやす く,例

(19)の ように状況の中での可能を表す可能表現では動作性がより強 く働 ぐ

ためヲ格がとりやす くなるのである。

(18)リ ンさんは納豆が食べ られますか。[能 力可能](文 型)

(19)誰 かに作ってもらった料理を食べ られるなんて久 しぶ りです。

[状況可能](世 界)

一方 ,朝 鮮 語 の 可 能 ・不 可 能 表 現 は 「動詞 連体形+形 式 名 詞 午su+存

在 詞 銀τ}issda/叡 叫edpsda」,不 可 能 「皿os+動 詞 」 とい う形 式 を と る。

朝鮮 語 の場合 は,日 本 語 の 可 能 表現 と異 な り元 の動詞の格助 詞 をとる。つ
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ま り,他 動 詞 の 場 合 は常 に 日本 語 の ヲ格 に相 当す る暑reulを と り,格 助

詞 の ゆれ は起 こ らな い。

(20)°1…(中 略)… 社 吐 を 豊 壱 勉 用 碧 三 暑 毬 丁 銀 セ 午 歪

01τ斗 ,(到 号(『125)

ideul-eungandanhangwangwangannaejeongdo-reulhaIsu

issneuns両unida・

こ の 人 た ち は … 簡 単 な観 光 案 内 く らい が で き る水 準 だ 。

(21)ユ 「R-}吾1…1-x司円玉三「し『モ… し}号 昊 尾⊇i夷U三フト?((遼)

Keumankeummalhaedoneoneunna-reulmosmikenneunga?

そ れ ほ ど言 っ て も君 は 私{を/が}信 じ ら れ な い の か 。

可能表現 については,日 本語では格助詞のゆれがありガ格 をとることも

多いのに対 して,朝 鮮語では他動詞による可能表現では必ず ヲ格をとるた

め,日 本語でガ格をとる場合 に以下のような誤用が見 られる。

(22)誤*月 早 川 舛 刈 。國 フf昊 奴 含 月 珠(学 生)

neomubissaseoyachae-gamossassseumnida.

とて も高 くて 野 菜 が 買 え ませ ん で した 。

正 → 。國 暑 昊 奴 告 日 叫.

(23)誤*尋 ≡回 フf壬 舌 豊 選 丁 銀 戴 切 豆.(学 生)

hangugeo-gajogeummalhalsuisseosseoyo.

韓 国 語 が 少 し話 せ ま した 。

正 → 委}昇01暑 至 晋 豊 聾T銀 銀c『豆.

6.認 知 構 文 「わ か る」・「わ か らな い」と 「讐 二lalda」 ・「呈 三[lmoreuda」

認 知 を表 す 「わか る」・「わ か らない」 は,対 象 の ガ格 を とる 自動 詞 とそ

の否 定 形 である8。

(24)私 は韓 国語 が よ くわか る。

(25)試 験 の 結 果 が わか る。(広 辞 苑)

一方 「望則 ・「呈旦叫」は他動詞 として 日本語の ヲ格 に対応する暑reul
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を と る 。

(26)祁 … 委}号01暑`音 月 叫.jeo-neunhangugo-reulamnida.

私 は 韓 国 語 が わ か る 。

(27)吐 σ1暑 を 暑 …}ノ『(『司 銀 合 η τキ.

daneo-reuljalmollaseoeoryeowosssmnida.

単 語 が よ くわ か ら な くて 難 しか っ た で す 。

「望じ刊 ・「里 旦叫 」 は 日本 語 の 「わか る」・「わか らない」 と 「知 る」・

「知 らない」 の意味 にほぼ相 当す る動詞 で あ るが,「 わ か る 」・「わ か らな

い 」 が 自動詞で あるのに対 して朝鮮語動詞 は他動詞 であるため,「 望 叫 」・

「里 旦 叫 」 を 「わ か る」・「わか らない」 の意味で用い よう とす る ときに,

日本 語 の ガ格 か らの 母 語 干 渉 が起 こ り,助 詞 を升gaに して し ま う とい う

誤用 が起 こる。

(28)誤*ユT側 暑)Ol暑 毅創 珠(学 生)9

geusueoP(naeyong)-imollassseumnida.

そ の 授 業 の(内 容)が わ か りませ ん で した 。

正 →T(o)暑 暑 毅 含 月 叫.

これ らの構文は品詞の違いから格助詞の誤用が起 こる典型的なものである

と言 えそうだ。

7.「 好 き だ 」・「嫌 い だ 」と 「奢Ol言1[fjoahada」 ・「醤01古1[Esireohada」

「好 きだ 」・「嫌 い だ 」は 形 容 動 詞10で あ り,ガ 格 を と る の が 原 則 で あ る12。

(29)果 物 の 中 で メ ロ ンが好 きだ。

(30)花 子 が 好 きだ 。

一方
,朝 鮮 語 の 「奪 。}糾τ刊 ・「認 司 司一τ剰 は他動 詞 であ り,

に相 当す る暑reulを とる。

日本語のヲ格
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(31)刈 セ 暑 ヱ フ1暑 書o}曽 月 叫.(朝)

jeo-neunbulgogi-rutjoahamnida.

私 は プ ル コ ギ が 好 きで す 。

(32)望 魁 苓 皇 呈 母 菅 号 薯 薯 弔 瑚 剋 墾 暑 叫z需c『 を τキ.(延)

Ilbanjeok-eurosaramdeul-ernpongnyeokjeogxnhaengdong-

gwamal-erulsireohanda.

一 般 的 に 人 は 暴 力 的 な 行 動 と 言 葉 が 嫌 い で あ る
。

このようにほぼ同 じ意味の構文 を表す述語の品詞が違 うため,日 本語の

ガ格による母語干渉か ら朝鮮語の方もgaに して しまう,と いうのが,こ

の構文における主な誤用の原因であると考 えられる。以下の例(33)が 誤

用の例である。

(33)誤*音 叫{}Japanesepopsフ1書 叫誹 ユ 石ヌ}勉 叫 刈 暑 セ

叫.(学 生)

eumak-eunJapanesepops-gajoahago.

音 楽 はJapanesepopsが 好 きで 電 車 の 中 で 聞 く。

正 →Japanesepops暑 奪 。ト糾ヱ.

(34)誤*せ ヌ}望Ol書 叫 掛 し1叫 司 軒 旦(¶λiズ 阻 州 司胡 刈 量 呈

を 亡トヱ 碧4糾 ヱ 銀銀τ斗.12(学 生)

私 は 自然 が 好 きな の で 大 学 で 自然 につ いて勉 強す る と

(し よ う と)考 え てい た 。

正 → 壮 叫 望号 尋 叫司羽 叫.

この 例 で は,そ れ ぞ れ 「音 楽 は ジ ャパ ニ ーズ ポ ップスが好 きで電車の 中

で聴 く」,「私 は 自然 が 好 きだか ら大 学 で 自然 につい て勉 強す ると(し よ う

と)考 え て い た 」 とい う こ と を言 い たか ったのだが,「 暑 」 とすべ き と こ

ろ を 「フ}」 と誤 用 して い る。

また,「 響o}司 一τ斗」・「認(『司一叫 」 は形 容 詞 「書叫joda」 ・「認u}silda」 か

ら派 生 した もの で あ り,以 下 の よう な格 標 示 と意 味 を持 ってい る。

(35)一 暑{竈}o㌃ 『き}1=干,含9c『 『きト亡} 「一 が好 きだ(一 を 好 む),嫌 い だ

(一 を嫌 う)」
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(36)一 フ『卜 奪 『[=},金}τ 斗 「一 が よ い,一 一 が 嫌 だ 」13

これらは,品 詞が違 うため格助詞 も異なるのだが,派 生語であるが故 に意

味 も発音 も似ているため,学 習者が混用するということも考えられる。

以上のことか ら,こ の構文における格助詞の誤用は,言 語間での品詞の

違い,ま た朝鮮語の中での派生語 間での混用から起 きていると言える。

8、 ま とめ

以上の考察か ら,日 本語では,願 望表現,可 能表現,認 知構文,好 き嫌

いを表す構文などで対象 を示す格助詞がガ格 とヲ格の両方をとりうる,い

わゆる格助詞のゆれが多 く見 られたのに対 して,朝 鮮語では願望表現でわ

ずかに格助詞のゆれが見 られた以外 には,同 様の現象はほとんど見 られな

かった。 また願望表現において も,日 本語に比べ ると格助詞フトgaの 許容

度は低いように思われる。特に述語が複合的な構文では日本語は述語 を構

成する品詞によって両方の格助詞が現れ得たが,朝 鮮語は元の格助詞 を保

持する傾向が強いと思われる。これらの理由から,日 本語母語を母語 とす

る朝鮮語学習者は本来井gaで はな く暑reulを とるべ き構文 についても,

日本語の母語干渉か ら井gaを 用いるとい う誤用 を起 こす とい うことがわ

かった。

今後の課題 としては誤用のデータをさらに収集 し,同 じ構文で も誤用の

現れ方に違いがあるのかどうかなど,詳 細 な分析が必要である。

本稿は,2006年9月14日 の 「神奈川大学対照言語研 究会」で発表 した原稿 を加

筆 ・修正したものである。国広哲弥先生と高木南欧子先生をはじめとする諸先生に

貴重な意見をいただいたことを記して謝意を表する。

注

1朝 鮮 語 の 「ロ ー マ 字 表 記 は2000年7月7日 大 韓 民 国 文 化 観 光 部 告 示 第

2000-8号 に規定 され た もの を使用 す る。

2日 本語 の ヲ格 に対 応 す る朝 鮮 語 の 格助 詞 暑reulは,語 末が 子 音 で あ る語 に

つ く場 合 は暑eu1,母 音 で あ る語 につ く場 合 は 暑reulと2つ の形 態 が あ る

が,本 稿 で は暑reulを 代 表 形 とす る。 同様 に,日 本 語 の ガ格 に対応 す る格

助 詞 も語 末が 子音 であ る語 につ く場 合 は。1i,母 音 で あ る語 につ く場合 はフ}

gaと い う形 態 を持つ が,升gaを 代 表形 とす る。
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3油 谷(2006)に お いて も,「 初級段 階 を終 えて 中級 の段 階 まで達 す る と,日 本

語 とは異 な る構 造 を持つ韓 国語 を習得 す る こ とを要求 され る ようにな る。 こ

れ は中学 時代 か ら学 ん で きた英語 で は ご く当然 の こ となので あるが,韓 国語

の場合,初 級 段 階 で 日本語 直訳 式 の韓 国語 に置 き換 えて もあ る程 度 通用 して

きたた め に と ま どい を覚 え る とい うの が正 直 な感 想 で は ない だろ うか。」 と

して,言 語構 造 が似 て い るが 故 に,違 う部分 の難 しさが あ る とい うこ とを指

摘 してい る。

4つ ま り,「 た い」 が付 くこ とに よって述 語 全体 が状 態性 を帯 びた とみ る こ と

が で きる。 井 島(1991:151)で は,「 ざ ま ざ まな深 層 格 を ガ格 に し うるの は

(一項 であ る こ との多 い)状 態性 述語 の特徴 であ る」 として い る。

5「 ～ た くな る」 の よ うに 「た い」 の後 に 「なる」 が接続 した形式 で も 日本 語

で は 「なる」 に関係 な くガ格 ヲ格 両方 が現 れ るが,朝 鮮語 で は 「な る」 に

あた る 「一。レ 明 ス1叫」 が付 くと自動 詞述語 と して升gaを とる よ うにな る。

6可 能動 詞 と自発動 詞 は形 も同 じで あ り,意 味の境界 もあ い まいであ る。 さ ら

に形 式 的 に は③ の可 能 動 詞 と④ の可 能助 動 詞 「れ る」 「られ る」 は 同 じく分

類 す る こ と も可 能 であ るが,こ こで は現 代 の 日本語 にお いて可 能 を表す動 詞

と して定 着 して い る もの は可 能動 詞 と した い。 この 点 につ い て 国広 哲 弥 先

生,高 木南 欧子先 生 に貴重 な ご意見 を頂 い た。

7朴(1997:140)で ヲ格 を とる 「で きる」 の用例 が挙 げ られてい る。

「ノ リエ ガ は中南 米 に関す るア メ リカの 暗号 デ ー タの傍 受 や 中継 ヲで き

る絶好 の立場 にあ り…… 。」

「も し,語 学 者 と して,あ る方面 の こ とヲー つ よ くで きる場 合 に一段 と

将棋 の段 の よ うに勘定 す れ ば,本 居 宣長 は語学 だけ で四段 か五段 ぐらい

にあ た ります。」

これ らの例 は誤用 とはい えない ものの,こ れ らの例 を用 いて 「で きる」が ヲ

格 を とる とい う一般化 は難 しい と思 われ る。

8こ の構 文 は ヲ格 との ゆれ は ほ とん どない と思 わ れ るが,朴(1997:150)で は

「分 か る」 を ガ格 ・ヲ格 を共 に とる動 詞 と して分 類 し,そ の例 も挙 げ て い

る。

「小 学2・3年 生 の ア タマ は,い ろん な"知 りた い"で い っ ぱい。 こ ん

な気持 ち ヲわか って くれ る先 生 が,家 に もい るな んて,す て きだね。」

(朝 日1992.2.19:16,朴1997:150)

この例 につ い て は,逆 にガ格 に置 き換 え る と不 自然 に感 じ られ るが 「わか

る」 に 「て くれ る」 とい う受益 を表 す動 詞 が後 続 してお り,「 くれ る」が 要

求 す る格 助詞 か らヲ格 が 出て きた と も考 え られ る。そ の ため以下 の よ うに,

「わか って くれ る」 の部分 を 「わか る」 に換 え る とガ格が よ り自然 にな る。

「小 学2・3年 生 の ア タマ は,い ろん な"知 りた い"で い っ ぱい。 こ ん

な気 持 ちガわか る先生 が,家 に もい るなん て,す て きだね。」
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データが少ないためはっきりしたことは言えないが,い ずれ にせ よ 「わか

る」は対象のガ格をとるのが一般的な用法であるといえる。

9誤 用例の中の括弧内は筆者が補 ったものである。

10学 校文法以外 において,形 容詞 に分類 される場合 もあ る。また日本語教育な

どではナ形容詞という名称 も用い られる。益岡 ・仁田 ・郡司 ・金水(1997:

159)参 照。

11実 際の用例では他動詞のようにヲ格をとる例が見られる。

「この子,き っと伸子 さんを好 きなんだわ。」(女 社長)

「この人が毎 日ここに帰 って くるのは意志が強いせいであって,私 を好

きだか らじゃないか もしれないって…(略)」(泣 か ない)

形容動詞である,「 好 きだ」「嫌いだ」が この ような他動詞的な格標示を見せ

るという現象の背景には,他 動詞 「好む」「嫌 う」 との意味の類似性か らヲ

格が意味的に違和感なく使われるということが考えられる。また補語と主語

との混同を避け,述 語の対象であるとい うことを明示するためにヲ格 を選択

するというとも考えられ,こ れは特に補語の名詞句が有情物である場合に顕

著である。ただし本来形容動詞である 「好き」が原則的にガ格をとるという

ことに変わりはなく,ヲ 格をとるのは周辺的な用法 といえそうである。

12波 線部分は朝鮮語の表現 としては不 自然であるが,学 生が書いたものをその

まま掲載 したものである。

13「 書叫⊥ 「盤じ刊 が 「好 きだ」「嫌いだ」の意味で用いられる場合,何 か と比

較する というニュア ンスが入る。
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